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（本文）
… 文字の定義として最もよく知られているのは、アリストテレスによる
ものである。アリストテレスは、言語的実体と事物や観念との関係につい
て次のように説明している。声に出して話される言葉は、魂において受動
的に起こっているものの符号であり、書かれている言葉は、声に出して話
される言葉の符号である。そして文字がすべての人にとって同じではない
ように、音声もすべての人にとって同じではない1)。
… 現代言語学では、言語が文字などの外的要因に影響を受ける可能性を
否定する。フェルディナン･ド･ソシュールは、文字は言語を再現するため
だけに存在し、召使いあるいはイメージのようなものとしている。

参考文献
1) アリストテレス. カテゴリー論 ; 命題論. 中畑正志ほか訳. 岩波書店, 2013, 

442p., (アリストテレス全集, 1).
2) フェルディナン･ド･ソシュール. ソシュール一般言語学講義: コンスタン

タンのノート. 影浦峡, 田中久美子訳. 東京大学出版会, 2007, 210p.
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（本文）

… 主観的幸福感は、家族や仕事、人生全般に対する満足を含む概念であり、時間

的安定性と状況に対する一貫性をもつものである。主観的幸福感の構造には、認

知的側面と感情的側面の2つの領域があるといわれている。…

参考文献

寺崎正治, 綱島啓司, 西村智代. (1999). 主観的幸福感の構造. 川崎医療福祉学会誌, 
9(1), 43-48.
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